




























編輯主幹 理學博士.堀.場 信 吉
.
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亅6.衙突 に於 け る分 子振 動 の 持 縦性(109)17.吸 蔚せ る ア セ ト ンの 光分 解(109)18・1「隅蒸氣
扮 惑 に よ る エ タ ンの光 分 解(110)19.ウ ラニ ウ ム鹽 の 光墳 慈 作 用 と螢 光(il1)20・Na蒸 氣 とイf
捜 ハ ライ ドとよ り遊 離 基 の 生成(111)21.溶 液 中 の一分 子 分 解 反 慮 の動 力學 〔112)22.液 粗 に
於 けE不 均一 系 反癒 。四 廳 化 炭 素 内 の謂 と硫 黄 の反 應 〔us)23.ハ ロ ゲ ン化 メチ ルの 加 水分 解(113》
≒」ｰ4 .輿 毋 の亭 滑両 上 の 瓦斯 吸 瀁(113)25.炭 蒹 の 酸化(114)26.不 均 一 反 廱 に於 け る臓 媒 の定































































































































































































































































木 俣 泰 清殿
鈴 木 市 之 助取




















蒲 田 政 次 郎殿
中 村 ユ キ殿

































































































































































































賛 助 會 員 各 位
'.,.r.一 卩7, .'
.....
璽 物 理 化 学 の 進 歩V
ol.12nNo.3(19
'
謹 啓 時 下 愈k御 清 穆 大 賀 の 至7)に 奉fitI候
陳 者 先 般 日 本 物 理 化 學 界 全 般 の 絶 大 な る 御 支 持 の'ド に 設.立 ㌔
一仕 候 日 本 物 理 化 學 研 究 禽 の 儀 に 關 し 甚 だ 勝 手 が ま し き 御 貸
助 方 御 願 中 上 候 處 下 記 の 如 く 各 方ailより 多 救 の 御 後 援 を 賜
り 感 銘 の 極 に 有 之 候
J
先 は 右 御 禮 迄 如 斯 御 座 候 敬 具
「 昭 和 十 三 年 六 月






































































































































































































































藤 井 ・ 榮 三 郎 殿
堀 場 信ii殿
上 畠 五 一 郎 殿
日 本 製 錬 株 式 會fii:殿
日本 香 料 藥 品 株 式f?AI:殿
第 一 工 業 製 藥 株 式 會耻 殿
日本 ク ロ ス工業株式會耻 殿
大 口 本 塗 料 株 式 會 胱 殿
堺 化 學 工 業 株 式 會 肚 殿







利 吉 郎 殿
泰fig殿
政 治 郎 殿
東 京 電 氣 株 式 會 職 殿
か も と
川 西 機 械 製 作 所 殿




巾 村 ユ キ 殿





田 三 郎 殿





































伽 ヒ学・・馴 ・脇 濡 橘爾
r急
「物 理化 學 の進歩」購讃會 員規 定假実
11本物理化_)LLRノ機關誌 タル本誌 ノ直接購讀者ヲ購讀愈員 トス
本諜ハ隔月(懸 月末 日).發行 トシ下記内容ヲ有 ス
(一ン原報又ハ論詮(二)紹 介又ハ講義(三)抄 録
會費ハ年參圓 トシ前納スル壬 ノトス。途中申.込者ハ申込 ノ月ヨリ之
ヲ納入スルモ ノトス
経身騾 鱠 費'・金五拾圓トシ既納 ノ.會畳 ヲ包含セ≠
既納.ノ會費ハ如何ナル理崗7ルモ之ヲ返却セズ 『
他 二別丗 トシテ物理化學文獻集(薪着外國雑誌 ヨリ拔萃 ス)ヲ毎 月
發行 シ奩蜘 年一圓)ニテ會rlニノ.ミ頒布ス
本會ハ翆吾國物遡化單海外紹介.ノklA7ヲ以デ別二年三囘歐女號ヲ編纂シ本誌
所載 ノ「原報」及ピー;國昌於 ケル物理化學研究 ノ抄鎌 ヲ掲載ス(會費年二圓)
































































































































































































































吉 澤 永 一 大 鋸va二
rl「田 元 四 郎 ♂ 山 野 恒 太 郎
旭 ベ ンベ ル グ延 岡 工 場









井 秋 ど1二 前 谷 否






































































































































































































































闘 『碑 靄 ・ 騨
日
,一2」




'(明治 十一 年 四 月東 京化 學.會トシ テ創立)
蜘
ノ
本 化 學 會 誌
喝、
嚇







'購 讀 希 望 の 向 は 邦 文 會 誌 の 方 は ・
東 京 市 琳 田 區 表 神 保 町 三 一 東 京
同 京橋 區 槇町 三 丁 目三 北 隆
、
に 申 込 ま れ た し。
?
?










第 二.條 本會は化畢の進歩及ひ讐及 を圜るを以て目的 とす
第 胆 煉 會員は化學に密接なる關係を有する個人叉は團難たるへ し 似 下㈲
'細 則第二條 禽員は下の資絡の一を衞ふへし
一 化學若 くは化學に密接の關係ある學科を修め」又は;有盆なる研究諭」文を公にしたること
一 化學上類著の成績を舉 け若 くは化學工場 に在)τ 責任ある位置1二立ちたること
β 一 化學に密接なる關係を有する法人又はこれに相當する團膣たること
へ 　ヒ
,漿 六 絛 入曾を望む者は曾員二名の紹介を以て擘歴等を記入したる串込害を曾長Sこ差出すへし、其のS
'隅 可否は常議曾に於て之を決す
第 十 五 絛 常會は曾務報告及學衛講演等の爲め四八兩月を除 き毎月之を開 く(以下略)


























る龠希望者 にして紹介者な きときは學業履歴及び現職 を特 に詳
も 記 しで事務所へ 申込 まるべ し 一..
4_ギ,・ 一r、P
』■匚 ● マ


















嵳哭 日本 化 擧 研 究 會 編纂
日.本化畢 維覽
第 一 集 第 七 卷 〔大 ・1ユ4-15・トの鰍 を牧1観す〕
i:幹理學博士 眞 島 利 行
鶻 裁 四六倍版 ・a.ボィン1・密笹 ・呑皮天金 内 容 本文5黛6頁・索引203頁
定 價 金姶貳 圃五拾銭 遘 料 金 四拾 五錢(内 地)
新
???
日 本 化 學 總 覽 は大、i三七年 その驪 に着手せ るにょ り約2・年,醐 會,日
本學術振興會共他各方itiiの援助 を仰A般 漸 く第七卷の1+1行を了し茲 に明治一大
正の化學的交献の抄録 を完成せ り。本i邦に於 ける一般化學の研究は勿論,化 學 工
業 ・醫學 ・農學 ・藥學等 に亙 る廣汎なる研究の兵摯 なる報告,特 許等 はその要粹
を抄録 して集載せ り。故 に我國の化學 及び關係學術 の大勢は一 目瞭S!;C/=るもの あ
り。化學的文献 の探索竝 に研究の進捗は本書 によhis能 率的 となるべ く,化學
に關係ある官衙,墨 校,RMI:,試驗所は勿論,研 究者,技 術家諸賢は備へて以て
自國の進歩を知 る と14に,本邦特有の物資の研究利用 に資せ られ遺漏 なか らん事
を拗奨す。 一.ξ










































































































































婁奚 日本 化 學研 究會 袈覇1麟籌蟹三鵬i職
「
.?し



























月 刊 自 然 科 學 雑 誌
科 學
編 輯
安藤贋太郎 岡田武松 柴田桂太 大河内正敏 小泉 丹
柴田雄次 橋田邦彦 圷井誠太郎 主任石原純
自然科學の進展 目ざま しく,畢 界 の活躍往 々盛 んな らん とす る時,荀 も
之 に心 を寄す る入 々はr一,然科學全般の不断の情勢 を知 るべ き何等かの機關
を必要 とす るで あら う.
本誌は英の¥raNre,米のScience,拂のReeueG6nξrale,獨のNamr-
wissenschaf【en等と使 命 を同 じうす る もので あつて發 刊以來8年 の歳 月を閲
し,茲 に全 く我 國唯一の一一 自然科學雜 誌 としての内容 ・艘裁 ・栖威 を具
ふ るに到 つた.聡 徒alf-F:f3本誌 によつて初 めて各 ド1に必要 なる視野 を得 ら'
れ るであ ら う.
・6月 鹽 内 容 梗 概
卷 頭
雌 惰振 興 のscに
寄 磬
地 殱氣 永年愛 化 の 目本 に於 け る糎 測 に 就 て(篠 原 長 之),大 きな湖 水 の形(甲 斐 好
胤),生 理 的 中性 温 度 に あ る温血 動 物(白 廿 日鼠)髏 内 に於 け る メ チル ア ル コール の
燃 燒(江 上不 二 夫),4月16日 の殱 氣 嵐(今 道 燭一),水 性 瓦 斯 發 生 の電 氣 的一 方 法
(小林 信 餌),餓 弧 光 に 現 は れ る火 花 スペ ク トル 線 のS正訂k效 果(古 市二 郎 。堀 健
夫),ぬOH酵 液 中に 於 け る纖 維 索 の舉 動(婚 藤 義 一),KOH溶 液ll・に於 け る纖 椎
嚢 の舉動(斎 藤 義 」),LiO4[瀞液 中 に於fiる懺椎 素 の響 動 儲 屡 義 一),エ ン ト"




湯 川 秀#hf新 糘 子 論(II)
逍p野 鶴 松;東 洋 古 代金 思丈 化 史 の 化學 的 研 究 〔1)
學 界展 望
武廱 俊 之 助 二合 金 の鼠 子 論 的 研 究(II)
圃 ・泉 丹;大 鞐 歌 ぬ(Ufmlilariniin〃afif)の變 青及 び感 染 の 研 究 に就 て
原子 量(1838)及尉位 元 素 表(1937jlミ宋 迄)
科尉 霍纂
鳥 居 穂 絞;ブ ラ ジル の人 類 學
撃 魯往 楽
iii物 理學 會年 會・EI本イヒ串 會年 會 ・rl本植 物 學 倉 第6囘 大 會,
新 刊 書一 研 究 抄録 一科 羣時 事 一學 禽 及 個 人淌 忌
發行所 甥 離 嬰 岩 波 書 店
窟 價50銭 〔題 料2錢)電 詣 九 段 く33)黷0187(4)






















一 「.T一 一 一「 __ _
物 理 化 学 の進 歩Vol.12nNa.3(1938)
」














































原 子 ス ペ ク ト ル 及 分 子 ス ペ ク ト ル
量 子 化 畢(化 撃 反 鷹〕









































量 子 物 理 畢 と 天 夊 學





遒 去 饅+」卜li」}に於 る物 理學1=の進 展 は 、眞 に一 薄 期 を劃 す
る もので あ つ て ・將 來 の科 學 史E永 遺 に 読憶 せ られ 乙 もので
あ ら うGそ して共 影 響 は鞠 理 學 、化 學 、工 業 箪無 機 物 の 領域
を超 えて 生物 學 、醫學 の範 階 に及 び 、更 に,,人の抱 く思 想 、
廻 念 を も左xrしや う と して ゐ る。 以 て 其 の人 掴 丈 化 王 に於 け
る残礎 の深 さを窟ふ に 足 る もの が あa.
今・や 吾 國 は未 曾 有 の煎 大 時 局 に直 面 し、 あ らゆ る方 面 に國
ヵ の按 充 を要 求 せ られ つ 丶あ る。 茲 に量 子 物 理 學 の.缶部 門 に
亘 り本 講 座 を刊 行 す る所 以 の ものは 、 自然 界 の認 識 を潔 め我
ガ科學 の 幕礎 を堵 は ん が揺 であ つ て 、量 子 曲 理 學 の充分r_る
咀 嚼 酋 得 は 、更 に新 し き物 理 學 へ の 飛躍 を準 備 し、科 學 産業
の諸 分 野 へ の應 用 を旺 ん な ら しむ るも の と信 ず る ヵ.らで あ
る。牢 講 座 に 依 り魂 か な りと も此 月的 を雑 成 し、d@QdA化に
貢 獻 す る所 あ らば 、欣 快 これ にtor乙tの は な い茸
全 八 卷 ・内 容
馴 ヒ環幵晃 研昼究 員 理早博 士 仁
{碗 化 昂 哥 究 所 理 昂 士 言理 化 串 厩 究 所 理 學 士 朝
理化學田嚔所恥究員 理毋殍士 仁
{理 他 屋 爵 究 所 思 昂 士 小堰}匕 攣 研 究 所 用 學 士 玉
粛朕楽珮鰹大學敦歪 咫母博ヒ 藤
{東庶交理秘大墨講師 理 學 士 荒亟1匕 串 研 究 所 現 畢 士 田
蒐都 帝鴇 大畢 〉:理fir佐
聚京留図大吊身敦授 瑠 辱 士 小
聚庄嶺闘i1YR6krz理學博士 水
硯 佑 畢 研 究 肝 墫串博」;武
牝齟 啻團弐學数逡 理那博士 茅
北海辺帝躍大職 授 環學博土 堀
大 臣帝 醐え學敦授 理串博± 仁
大 阪童圃 大畢孜渓 瓊學薄士 第
牝概 腑 閧大鞦 侵 理學博土 堀
理化學研麹所研究鱒 胛摩墫土 杉
牝誕遯輦日大畢fE"L理離 士 栂
馴 ヒ懸厨腕町婦笥麓 珮學博士 仁
理x學 研 究 所 即 序 士 石
讎 難1:識
唖 に 亭 研 鬘彎所 即 昂 士 一
























































































ゆ 螢煌燦として輝 く本講座の意義 …
肖然界 に於 け る多 くの 現 象 ガ,接 謁 反 應 に 依 て 行1まれ て居 る こ とは,動 髄 物 の 生活 現 象 が 觸媒 の一種 た る酵 索.
の 作mに 纂 くこ とに依 て も判 る。 斯 の如 き酵 索 の1'i≡川 ま各挿 の化 學 工 藁,例 へ ば 酒錆,'C`RY,清酒,葡 萄酒 醤:
爨鸛攣鸛 繁導謬 糠 覯1奪膂雛鑽嚇 羸 葺點iモ1詮。囃姦脳 誘塁鰐♂二1
更 に縫 近 に 於 け る多 くの重 要 な るre應 が,觸 媒 の作 川 に依 て工 業 化 し得 る條 件 に適 合 す るに到 っ た合成 ア1
ン モ 島ア,合 成 メ タ ノー ル,合 成 ガ ソ リン,石 炭 液 化,硬 化 油,合 ・成 酷 酸 の 如 き典例 で あ る。failして叉殆 ど凡 て1
の化 學 工 業 に於 て は,そ の ヱ藁 の 一 調1に鱗 媒 の 作 用 を利niする と云 ふ も過.、÷で は な い 。 石 油工 業,ゴ ム工 業、 香i
料 工 業,染 料]二..,塗料 工 業,脂 肪 酸 工 業、 合 成 樹 脂 工鶏 硫 酸]二業.箕 他 の 無 機藥 品 工 業 及 び有 被 藥 品エ 業等ll
皆 然 りで あ る。 …
囎 鱗 鷹 難 撚 饑 覊長麟 講 欝溜 菫鸚 灘 蝙1ま:爨羨瑞 農諜:1
攤 畿 鱒な`齦を鯲 飭らう・而して簸鯲 て結局贓媒瀚 こ甑 嘶 の化學蝶哦展.










◇鶴璧1懿維 鑼 購1研畿 ㌢購
靆戳 羈 懿 善籥1嚢懲


































































































剃 卷 メ タ ー ル 合 成 霪騙 葺噸 柴田勝太縣 啓 ◇刊行期,







? 油 籃友綴騰 譴 藤村 建次署
性 反 應 覊麟餐懇癒 吉村倫之助著4見
一.一化 油 埜窶隻騾朱鵄塾熊 谷 直記著 髓












n完縞 毎 乃i囘1巻 宛1




































































コ 三 オ 活 和 各
F色;畔 薑
イ 版 ッ石 帳 版
プ ト版 簿 物
即 印 印F畷 印






























主 筆 工撃悼士 喜 多 源 逸
月 刊 化 學
第4卷
一 册40範
侵…料3錢)評 論 前金 一年4側
(蓬料共)
第5貌
[1211溶液 吸 牧 λペ ク トル よ り見 た る宥 機分 子化 舎 物(IV)・・一工 尋」.障士 掘 尾 正 雄.
[122】合 成 螢 光饅 とそ の鷹 用(11)射 和 三 郎
[工23]長耄霞{ヒ令」物及 び 畏 開盞霞イヒ合 物 のf}伐.斈 已 喜 一 郎
正耳24]Divinylnce宦ylc!、e
第4卷 第6瀧
[1?0]アセ チ レ ンよ り酷 戯 の合 咬 法(II)
ア セFア ル デ 匕 ドの燬 化 工 學 士
松 井 悗 蓮
hiss]土チル繊維累及び其性質に就て
[127]英劉 に於 け る纖 維 累 呂 ステ ル及 び 晶 一テル 工業


















京 都 市 吉 町 京都帝園大學
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物 理 化 学 の 進 歩Vol・12nNo.3(193舮
,
吾 國 に 於 け る 物 理 化 學 研 究 の 海 外 紹 介 に 就 て!
日本物理化學研究會に於 てはその機關誌L物理化學の進 歩1によつ
て,本 邦 に於 ける物理佑學研究 の概 要を廣 く世界 に紹介 することを
その使命の一つ として居 ります・之が爲,歐文號を刊行 しOriginals
と共にAbatracteを掲載 し,此 のAbstractsによつて本邦 に於 ける
物理化學研究 を餘す所 な く抄録 し度い と考へて居 りま李
その抄録方法は 日本化學縁 覽の物理化學の部 に禍載 された る論交
の署者 よ'り直接原稿 を戴いて居hま すが,亅937年以降發表の論文著
者にして,[1本化學總覽の物理化學 の部以外に掲載 されたる方及び
化學總覧 に未發孝 にして速 に海外發表を希望せ られ る方は此旨附記
の上事務所宛原稿をお迭 り下 さい・


















昭 和13年6月251.1即刷 物 理化 學 の遘 歩
昭 和13年6月30日 發 行 第12卷 纂3韓
嚆 月 刊昇〕
駟 偸卿 看 堀 場 償 吉
"郎薦匝六畢嬾置化學鶻 婁
印 劉 者 輻 井 松 之 助
ヨ　　ホやロほヨロめヨ　
印 鵬 溺 聡 似 玉 堂
駅厨 【i中球巴廓轟邑三峰鷺
定價60綫(遏 料6錢)
鯖顧 曾員曾費1年分3圓(前 金,遘 料共)
發 行 所 日 本 物 理 化 學 研 究 會
暑薮 霞昂ll鸚振替 ・京醤6〔M7番
錘 貸 所 岩 波 轡 店　ロお リロほ　ツのニノヨ
丸 善 株 式 會 祗 京都 支 店
京品市中駅巴三織鹸量町
◇ 本監に關する批詐,注意,要 求等は京軽帝國大學鞠理化學研究室内,田村幹雌宛に顧ひまナ・
i.,
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